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太陽電池モジュールの高性能化・新構造の開発や設置の増加に伴って、それらの出力や変換効率

等の性能を高精度に評価するための技術開発の必要性が増している。以下の新しいトピックスに

ついて述べる。 

１．両面受光太陽電池モジュールの性能評価技術：両面受光太陽電池は表面だけでなく裏面から

入射する光も有効に利用するデバイスであり、研究開発と実用化が進んでいる。その性能を

正確かつ公平に評価するためには、裏面入射の効果を考慮にいれた測定法が必要となるが、

現状では測定技術も開発途上で標準化されておらず、IEC で規格化にむけた審議が開始され

たところである。特に屋外での稼動時に於いて表面と裏面からのの入射光の照度・スペクト

ル・均一性共に大きく異なる点をいかに考慮するか、が評価技術の重要なポイントとなる（図

１）[1]。 

２．太陽電池モジュールの性能を屋外（オンサイト）で高精度に測定するための技術：両面受光

等の新構造を含めて、屋外稼動時の実性能を高精度に評価することが益々重要になっている。

屋外での日射変動、スペクトル変動や日射むらを考慮して±1%程度の再現性を得るためのモ

ジュール屋外評価技術にについても述べる（図２）[2]。 

３．実用的に重要でデバイス評価にも有用な温度特性と低照度特性：太陽電池の変換効率等の性

能は照度や温度によって変化し、STC（照度 1 kW/m2, スペクトル AM1.5G, デバイス温度

25℃）に比べてより高温や低照度での特性も実用上重要だが、測定誤差が STCに比べて大き

くなることが多い。正確な測定のために、モジュールの温度特性、照度特性に対する理解と

それを考慮した測定が必要である。 
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（左図）Fig. 1. 両面受光太陽電池の表面入射・裏面入射に対する線形性、加法性の検討。 

（右図）Fig. 2. 日射変動が顕著な際の IV特性の屋外高精度評価結果の例 
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